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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成 24 年度か らは、新た な文 部科学省 の 特

1　 目　 的

　環境寺子屋 （環境 ・理科教育推進 室）は島根

大 学教 育学部の 平成 20 年度 の 文 部科学省 の

「質 の 高 い 大 学教育推 進 プ ロ グ ラ ム （教育

GP ）」の採択に よ り創設 し今 日まで 運営を続け

て い る 1000 時間体験活 動 の
一

部 として の 科学

教育プ ロ グラ ム で あ る 。 小 学校、中学校 などで

の 「理 科離れ ・科学嫌 い 」 の 問題解決が課題 と

され るなか 、教員をめ ざす大学生 の ため の 科学

教育プ ロ グ ラ ム の 存在 は大 きな意義を有す る

もの と位置付 けて い る 。 こ こ で は 、 同プ ロ グラ

ム を推進 し て きた組織、運営体制、及び そ の 教

育プ ロ グ ラ ム の 実践 ・特徴 に つ い て 報告す る 。

また 、特 に地域貢献 とい う視点か ら野外 学習

につ い て の 実践事例を報告する。

2　環境寺子屋 の 組織と学習プロ グ ラ ム

　環境寺子屋 は 、 平成 20 年度採択 の 文部科学

省 の 「質 の 高 い 大 学教育推進 プ ロ グラ ム （教育

GP ）」 と して 開設 した もの で ある 。 プ ロ ジェ ク

トの 正式名称は 「豊富な環 境 リテ ラ シ ー
を有す

る 「理 科 に強 い 義務教育教員」育成プ ロ ジ ェ ク

ト」 で ある。つ ま り、環境寺子 屋は平成 25 年

度末時点に お い て は 6 年 の 教育活動を行 っ て

きた事 になる。こ の 問、文部科学省 の 特別 の 経

費 と して上述 した教育 GP 経費 に よる活 動 と

し て 、平成 20 年度、21 年度、及 び 22 年度

の 3 ヶ 年 を実施 し た。そ の 後 の 平成 23 年度は

学部独 自の 経費負担に よ り本プ ロ グ ラ ム を継

続実施 し た。

別 予算で あ る文 部科学省特別経費 （プ ロ ジ ェ ク

ト分）に採 択 され 、 新た なプ ロ ジ ェ ク トの 目的

を追加 し、さらに 3 ヶ年 （平成 24 年度 、25

年度 、26 年度）の 予算措置の 中、教育活動を

継続 中で ある。今回 の プ ロ ジ ェ ク トの 正式名称

は 「地域連携型 の 自然科学好 き教員養成プ ロ グ

ラ ム の 開発」で ある。環境寺子屋 の 概念図を図

1 に 示 し た。
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　　図 1　 環 境寺子屋 の 組 織 と取組 の 概念図

3　 成果 と課題

　本取組の
一

番の 成果 は 、 学生 が 、 寺子屋 の 教

育プ ロ グラ ム の 中 で 、後輩 へ の 教育を連鎖的に

行 っ て い る点、つ ま り 厂教わ る側」 か ら 「教え

る側 」 へ の 正 に 自発 的な転換が で き て い る こ と

で ある、も う 1点 、組 織的 な観点 か らは講座 横

断的な教員 の 教育連係が 良好 に な っ た事で あ

る。以上 、環境寺子屋 で は 1000 時 間体験活 動

と い う学部 の 強み を最大 限に活用 し 、 学生 に と

っ て有用 で 、か つ 文部科学省に も評価 され るよ

うな 「科学教育プ ロ グラ ム 」を実践 して きた と

総括す る事が で きる。
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